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ポストスクリプトエラー「noerror」

以下に起きている現象を説明します。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
「RIPの持つ」感材用紙サイズを超えてFACILISで設定した時に起きるエラーです。
このエラーメッセージは、RIPはAD-510PMの場合です。
FACILISで持つ「感材／用紙サイズ」とは、RIP側の持つ「感材／用紙サイズ」に呼応
したものとなっています。この条件が満たされると次に画像データをRIPに送り始めま
すが、「感材／用紙サイズ」から外れたものでも受け付けることができます。

例えば、FT-R3050にSDP-FRを508mm幅でセットしている場合、最大「感材／用紙」
幅は487.9mmです。この時にFACILISの出力設定ダイアログで「感材／用紙サイズ」
を650 x 508mm(感材幅側)と「487.9mmよりも大きい 508mm」と入力すると、次の
エラーがFACILISのログファイルに出ます。
「---------------------:noerror
 --------------------- :findersource」
またRIPからは、数行のメッセージにまぎれて、「Media width is too small.」という
メッセージが返ってきます。
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従って、短辺側を487.9mmとした「650 x 487.9mm」と入力しなければなりません。

PS_Error/noerror（以上）


